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研究成果の概要： 

 

本研究では、近年開発された動物の行動を三次元で再現できる地磁気・加速度データロガー

を用いて、アオウミガメをモデルとし、海洋生物の回帰行動メカニズムの解明に資することを

目的とした。 

 本研究は、沖縄県石垣島にて産卵上陸をするアオウミガメを対象とした。産卵上陸したアオ

ウミガメに地磁気・加速度ロガーを装着し、約 12 日後の次回産卵上陸時に回収を行った。こ

の結果、3 個体のアオウミガメからデータを得ることができた。データは現在解析中である。

再現したアオウミガメの三次元回帰経路は、GIS をベースに、その行動特徴量（回帰の直線度、

遊泳速度、遊泳深度、潜水時間、海面表出時間）と環境データ（磁場マップ、天候、風向風速、

潮汐、水温）を統合的に解析する。この解析によって、アオウミガメがどの環境を手がかりに

移動しているのか推定できると考えている。 
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１．研究開始当初の背景 

 
生物が生息域や産卵場へ回帰するという

現象は、行動学から内分泌学、そして生理生
化学に至る幅広い学問分野から注目を集め
るテーマである。水圏生物においては、母川
回帰を行うサケ・マス類が典型的な例として
広く知られている(Hasler & Scholz 1983)。
海洋において大回遊、または回帰行動をする
生物は、自身の行動の手掛かりとして、磁気
感覚（地磁気）、視覚（太陽、偏光、星、ラ
ンドマーク）、嗅覚（化学物質）など様々な
ものを利用していると示唆されており、多く
の生物がこれらを識別できることが明らか
となっている。しかし、こうした回帰行動に
おいて生物どのような経路で回帰するのか
を明らかにした例はない。回帰の経路を明ら
かにできれば、回帰する生物が周囲の環境情
報をどの程度詳細に把握して行動している
のかが分かる。 

近年、日本が他国に先駆けて開発した、動
物に装着するデータロガー（小型記録計）や
発信機・通信技術を使って、直接目視観察が
できない水圏生物の行動を測定する手法が
注目を浴びている。これらはバイオロギング、
もしくはバイオテレメトリーと呼ばれる。こ
のうち、地磁気・加速度ロガーを用いること
によって、生物の遊泳速度、加速度、三次元
の姿勢、三次元の方位から、水中での生物（鰭
脚類や鯨類）の移動経路を三次元で再現する
ことが可能となった(Mitani et al. 2003)。
この手法は、水圏生物の回帰行動のメカニズ
ム解明に対して、非常に効果的なアプローチ
と考えられるが、現時点では重要水産魚介類
へ装着できるほど小型化されていない。 
そこで本研究では、モデル生物としてアオ

ウミガメ雌成体を選定した。世界の海洋に生
息するウミガメ類は産卵のために母浜回帰
することが知られている。アオウミガメ雌成
体（甲長:90～110cm）は、その大きさゆえに
負担をかけることなく測器を装着出来る。ま
た、比較的短い期間（12 日程度）で回帰し、
回帰の全行程をモニタリング出来るため、回
帰行動のメカニズムを解明するモデルとし
ては最適である。 
 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、最新の行動計測技術を用いて
回帰中の行動を三次元で再現することで、ア
オウミガメ雌成体の母浜への回帰メカニズ
ムの解明に資することを目的とした。 

 具体的には、地磁気・加速度ロガーを用い
て、アオウミガメの母浜回帰行動を三次元で
再現し、どのような経路で回帰するのかを明
らかにした。産卵シーズンに複数回産卵を行
うため、同一個体での同じ地域への固執性と、
同じ経路を用いるのかどうかにも注目した。
また、回帰行動データと環境データを統合的
に解析することで、タイマイの回帰に用いら
れている環境指標（太陽・偏光、ランドマー
ク、匂い、地磁気）を考察した。 

 

３．研究の方法 

 

本研究は沖縄県八重山諸島石垣島にて行
った。共同研究契約に基づき、（独）水産総
合研究センター西海区水産研究所石垣支所
の協力を得て実施した。2007 年度、科学技
術研究費採択時には、既に日本における産卵
シーズンが終了していたため、2008 年度の
み調査をおこなった。 

 

実験は以下の手順で行った。 

(1) 石垣島のアオウミガメ産卵シーズンで
ある 6 月～8 月に毎夜砂浜を巡回し、産
卵上陸したアオウミガメを捜索した。ア
オウミガメを発見の後、産卵を終了した
のを見計らって、地磁気・加速度・速度
ロガーを甲羅に装着した（図 1）。装着後
は、すみやかに放流した。 

 

(2) 放流から、約 12 日後に記録計装着個体
は再び産卵回帰するため、その日程を中
心に再度砂浜の巡回を行った。記録計装
着個体を発見した際は、産卵を終了する
のを見計らって捕獲し、回収した（図 2）。
回収したロガーは PC に接続し、データ
をダウンロードした。 

 

図 1.ロガーを装着し、海へ帰るアオウミ
ガメ 

 



(3) ロガーから取得したデータは、3 軸の加
速度、地磁気、対流速度、深度、水温で
ある。加速度データは低周波成分を抽出
することにより、アオウミガメの姿勢角
を抽出することができる。さらに 3 軸の
地磁気データから進行方位を算出する
ことにより、ウミガメの 3 次元空間での
進行方位を知ることができる。このデー
タを 1 秒間隔で算出し、それに 1 秒ごと
の対流速度を足し加えることによって、
推測航法でのウミガメの3次元遊泳経路
を算出した。 

 

(4) 再現した三次元回帰経路から、行動の特
徴量を抽出した（回帰の直線度、遊泳速
度、遊泳深度、活動量（三軸加速度）、
潜水時間、海面表出時間）。 

 

(5) 実験とは別に、実験場所の環境データ
（磁場マップ、天候、風向風速、潮汐、
水温）を取得した。 

 

(6) 得られたウミガメの三次元行動と、環境
データを GIS でベースに統合した。現在
環境と行動データの関連を調べる解析
を行っている。これを発展させることに
より、回帰に利用されている環境指標を
推定できると考えている。 

 

 

 図 2.地磁気・加速度ロガーを装着したアオ
ウミガメ雌成体.ロガー回収の様子. 

 

 

４．研究成果 
 

 実験の結果、3 個体からデータを無事に取
得することができた。 
 データは現在解析中である。 
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